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研究成果の概要（和文）：　保育現場において、言語表現活動の後に造形表現活動をおこなうという一連の保育
活動案を提案した。言語表現活動では絵本の読み聞かせと「素話」を実践し、造形表現活動では油粘土と土粘土
を使用した。
　絵本の読み聞かせから粘土の造形表現に繋ぐ活動では、子ども達の造形活動が手早く始まることがわかった。
また、「素話」から粘土の造形表現に繋ぐ活動では、子ども達の想像力や創造力が高まることがわかった。
　一方、油粘土を利用した造形表現活動は、子ども達の個人的な表現に適していることがわかった。また、土粘
土を利用した造形表現活動は、子ども達同士の協働的な活動が高まり、コミュニケーションが促進されることが
わかった。

研究成果の概要（英文）：We proposed a series of childcare activity plan to carry out artistic 
expression activities after language expression activities at childcare. In language expression 
activities, Nursery teacher practiced picture book readings and "storytelling", and in artistic 
expression activities, children used oil clay and soil clay.
It was found that children's artistic activities started quickly in the activity using picture 
books. In addition, it was found that children's imagination and creativity increased in the 
activity of connecting "storytelling" to clay figure expression.
On the other hand, it turned out that artistic expression activity using oil clay is suitable for 
children's personal expression. In addition, it was found that artistic activities that use soil 
clay enhance collaborative activities among children and promote communication.

研究分野： 保育・幼児教育
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　保育・幼児教育の重要性が世界的に認知されるようになった今日、日本社会においても質の高い保育実践が求
められている。一方で日本の保育者は、求められている業務内容が多岐にわたるため多忙を極めており、十分に
保育活動を検討する時間が不足している。
　そこで、保育者が子どもの想像力や創造力を伸ばすことができる質の高い保育活動を実践できるように、言語
表現活動と造形表現活動を組み合わせた保育活動を提案した。２つの保育活動を繋ぐことで、保育者にかかる負
担に見合った保育実践に昇華することができ、さらに、子ども達の集中力が途切れない充実した活動を展開でき
ることが明らかになった点が本研究の学術的・社会的意義である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
「素話（すばなし）」とは、昔話などの口承文芸を源流に持つ、保育者の語りだけで成立する

言語表現活動である。ところが、「素話」に関しては先行研究が少なく、保育現場においての実
践も著しく減少している。申請者らがおこなった先行研究[1]では、その要因のひとつに物語を
覚えて語らなければならない「素話」の特性があることを突き止め、単独の保育活動として設
定するには、保育者が大きい負担を感じてしまう活動であることを明らかにした。 
他方、粘土を活用した造形表現活動は、粘土を素手で触ることにより、子ども達の指先を中

心とした触覚を強く刺激できる活動である。しかし、粘土造形表現の指導には高い専門性と技
術が必要とされるため、本格的な造形表現活動を避け、他の活動と活動の合間を繋げるだけの
簡単な活動となっている現状がある。 
 そこで本研究では、以上のような状況を解消するため、子ども達が「素話」を聴いた後に、
粘土を使った造形表現活動をおこなう、という一連の保育活動を提案する。 
それぞれを単独の保育活動として考えた場合は、保育者は過度の負担を感じる。近年、保育

現場の保育者に求められる業務が多くなっており、子どもの保育活動を計画する時間が十分に
確保できないような状況にもなっている。子ども達が充実した時間を過ごすことができる保育
活動を提案することができれば、保育現場の保育者の負担を軽減することにも繋がるといえる。 
言語表現活動のひとつである「素話」と造形表現活動の粘土を使用した遊びを、一連の保育

活動として捉えることで、より大きな枠組みで保育計画を設計することが可能となり、子ども
達にとっても充実した活動となる。そのため、子ども達の創造力や表現力をより豊かに養成す
ることができ、保育者が実践する保育活動に関わる負担に見合った活動として捉え直すことが
できるといえる。保育におけるカリキュラム構成・開発の視点からも大きい意義がある。 

[1] 保育現場における「素話」の活用に関する実証的研究（平成 24 年度～平成 26 年度科学研究費補
助金 基盤研究（C）課題番号 24531045 研究代表者 高橋一夫） 

 
２．研究の目的 
保育者の語りだけで成立する「素話」は、子ども達の豊かな想像力を養うことができる言語

表現活動である。また、粘土を活用した造形表現活動は、子ども達の指先を中心とした触覚を
強く刺激することができる。しかし、この２つの活動には高度な指導力が求められ、準備にも
時間がかかるため、単独の保育活動としては保育者から敬遠される傾向にある。 
そこで、本研究では「素話」と粘土を活用した造形表現活動を組み合わせた一連の保育活動

案を新しく提案する。そして、本研究の目的には、(1)提案した保育活動案の有効性の検証と、
(2)保育者の負担に見合った、活用できる保育活動案として保育現場に還元する、という２点を
設定する。 
 
３．研究の方法 
平成 28年度は、本研究の基礎部分となる、(1)「素話」から造形表現活動に繋げる保育活動

の案の構築と、(2)その効果測定を中心に研究を進める。 
 平成 29年度は、１年目に構築した「素話」から造形表現活動に繋げる保育活動案を保育現場
で検証し、実際の保育現場での実践に耐えうる保育活動案の完成を目指す。研究成果について
は、保育学会を中心とした国内学会、PECERA などの国際会議で発表し、各分野からの助言と指
導を仰ぐ。 
 平成 30年度は、本研究の最終年度であり、立案した保育活動の精緻化を進める。また、研究
の総括を行い、学会発表を含め学会誌などに成果報告をする。 
 
４．研究成果 
本申請の一連の研究から、「素話」と造形表現活動を組み合わせた保育活動に関して明らかに

なった知見は、大きく分けると次の５点である。 
(1)子ども達の集中力が十分に発揮される点 

 提案した「素話」と造形表現活動を組み合わせた保育活動においては、参加する子ども達の
集中力が継続し、豊かな活動となることが実証実験から明らかになった。したがって、実際の
保育現場においても十分に実践が可能であり、子ども達の成長を支えることができる保育活動
であると結論づけられた。 
 具体的な保育活動としては、活動の最初に 5～15分程度の「素話」の実践をおこない、その
後、20～40 分程度の粘土を活用した造形表現活動に繋げる、という内容である。そのため、活
動の合計時間は、およそ 45分間になる。この時間は、幼児にとっては決して短いものではない。
ところが、子ども達は喜々として活動に参加し、いずれの実証実験においても集中し続ける様
子が確認できた。その背景には、先行研究の知見によって選定された「素話」の題材と、粘土
自体が持つ素材の魅力があると指摘できる。 
 子ども達は、本研究で提案した保育活動案を通して、楽しみながらも長時間集中できる力を
獲得することになる。この力は、非認知能力のひとつとして注目されており、幼児期の終わり
までに身に付けたい力のひとつでもある。さらに、保幼小の連携や保育現場から小学校段階へ
の円滑な移行を目指すうえでも重要であり、本研究で提案した保育活動案は、現在の日本社会
から求められる質の高い保育活動であるといえる。 



(2)現代の子ども達をも惹きつける昔話の力が明らかになった点 
「素話」の題材選定については、本研究では昔話研究や図書館学の知見から昔話を採用した。

これは、昔話は物語の筋が明快で幼児が理解しやすいという理由があるためである。また、口
承文芸として口伝えで語られてきた昔話は、保育現場における口承文芸ともいえる「素話」に
も適している。そのため、本研究が提案した活動案の実証実験においても４歳児と５歳児とも
に「素話」を聴くことに対して集中力が維持された。 
保育現場における「素話」の実践が減少しているが、子ども達の集中が途切れにくい昔話を

題材に選択することが保育者の「素話」の実践を支えるポイントになるといえる。また、同時
に、子ども達にとっても話の筋を理解しやすい昔話を耳から聴くことは、内容理解の促進とと
もに想像力の向上にも繋がる利点がある。 
(3)粘土という素材の魅力が明らかになった点 
粘土という素材自体に、子ども達を強く引き付ける魅力があることが再確認できた。粘土は

形を自在に変化させることができる。もし、子ども達が気に入らない場合は、すぐに作り直す
ことが可能である。描画活動のように一度描いたものは取り消しができないのではなく、都合
よく改変することができる。この自由度は子ども達にとって大きな魅力である。 
さらに、粘土を手で触った時の感覚から、子ども達は多くのことを感じることが可能である。

硬さ、冷たさ、においなどが子ども達の感覚を強く刺激する。このような粘土という素材の持
つ魅力が、子ども達の活動に対する集中力を継続させたと指摘できる。 
 粘土の素材としては、油粘土と土粘土の２つが保育現場で使用できるが、まず、油粘土を利
用する場合の利点は、保育現場の子ども達が個人用（500ｇ）のものを持っていることが多いた
め活用しやすいという点である。そのため、適した活動の形態としては、子ども達が個々人で
造形表現をおこなう場合だといえる。 
 一方、土粘土を活用する場合の利点は、日頃から頻繁に触ることのない土粘土の感触を子ど
も達が喜ぶ点である。また、適した活動の形態としては、油粘土よりも大量の粘土を使用しや
すいため、子ども達が複数人で造形表現をおこなう場合だといえる。 
(4)子ども達同士のコミュニケーションが高まる点 

 子ども達は「素話」を聴くことで内容を理解し、物語の状況を想像する。そして、粘土の造
形活動で、想像した内容を立体物として具現化する必要が生じる。その際、子ども達は近くの
者同士で会話をし、自分自身がどのように想像したのかを語り合う。そのコミュニケーション
を通じて、頭の中で理解したものをより明確化し、さらに粘土の造形として具現化する。言葉
や身振り手振り、さらには保育室にあるすべてのものに集中し、これまでの自分自身の経験な
どとも結び合わせるという活動をおこなう。 
 これらの複雑な活動を通して、思いを伝える、話を聞く、想像する、創造する、過去の経験
と結びつける、といった子どもの成長にとって欠かせない能力を駆使していることから、子ど
も達の成長にとって欠かせない保育活動案であることが理解できた。 
(5)２つの保育活動を繋ぐ価値が明確になった点 

 以上のように、「素話」と粘土のそれぞれが持つ魅力がかみ合った保育活動案は、準備に時間
を要するなど保育者に負荷がかかる。しかし、提案した保育活動では、子ども達は集中力を発
揮しながら活動を楽しむことができる。そのため、保育者は準備の負担感に見合った保育活動
であることを実感することができる。 
近年、保育者には様々な業務が求められ、専門的な対応が期待されている。そのような多忙

な状況下で、十分に日々の保育活動を検討する時間が不足している。保育者が求めるのは、準
備に負荷がかかったとしても、子ども達の成長を支えることができる意味のある保育活動であ
る。この点に関して、２つの保育活動を繋いだ意味がある。つまり、本研究で提案した「素話」
と粘土の造形表現活動を繋ぐ保育活動案は、保育者が求める活動案であったといえる。 
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